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(1) 動機：カンボジアには，様々な宗教的建築が点在

し，特にアンコール遺跡群，プレアヴィへア寺院，

サンボープレイクックは UNESCO の世界遺産とし

て登録されている．多くはヒンドゥー教寺院として建

立され，現在では生活に密着した仏教寺院として

現存しているものが多い．これらの寺院は，構成す

る建物の配置や方向，建築的な特徴，建立された

地理的位置は，周囲の寺院などと関連し合うように

建てられていると考えられている．プレアヴィヘア寺

院は 9 世紀末に建設され 11 世紀頃増築されたクメ

ール様式の寺院であり，多くのアンコール期の寺

院が東西方向に寺院の出入を設定しご本尊の向

きとしているのに対し，南北方向であるため，断崖

絶壁に位置する特殊な立地も含めて重要な意味を

持つと推測されている．本稿では，このプレアヴィ

ヘア寺院に着目し，寺院の位置，構成する個々の

建物配置や方向などの建築的特徴を分析すること

で，アンコール地域の複数の寺院間における位置

関係の意味付けの存在について考察する． 
(2) 方法：e-Heritage の主な手法であるレーザースキャ

ナーにより取得した 3 次元デジタルデータと GPS
データを用いて，寺院の壁の向き，寺院全体の中

心線を導出する．そして，アンコール遺跡群にある

いくつかの主要寺院との位置関係を確認する．具

体的には，(a)プレアヴィヘア寺院を中心とし，プレ

アヴィヘア寺院の中心線を延長した線を 0°の角

度として (b)主要寺院であるアンコール遺跡，アン

コール期寺院としては珍しいピラミッド構造の建物

を擁するコーケー寺院などとの角度を確認し，地理

空間上の寺院配置を俯瞰的にとらえようと試みる． 
(3) 結果：プレアヴィヘア寺院の中心線を 0°として主

要寺院との位置関係を見ると，15°の角度ごと，つ

まり 360°を 24 等分に区切ったエリアと 20°（40°）

の角度ごと，つまり 18 等分（9 等分）に区切ったエリ

アにいくつかの寺院があてはまることわかった．ま

た，コーケー寺院の頂点と底面の一つの頂点を結

んだ線の先にプレアヴィヘア寺院があることもわか

った．これは，(A)現在日本でも生活に取り入れら

れている二十四節気の 24 で暦に由来を持つ寺院

の空間配置の可能性，(B)9 は，主に仏教を中心に

神，万物を表す数字と言われることがあり，ヒンドゥ

ー教においてもビシュヌ神，シヴァ神，ブラフマー

神がおり，その中の太陽神ビシュヌ神は 10 種類の

化身をつくって人類を救済するとされる．特にその

9 番目の化身がブッダ＝釈迦であり，アンコール地

域の遺跡群に関連するヒンドゥー教，仏教ともに 9
という数字が意味するところが大きい．このようなこ

とから，寺院群の地理的配置には文化的宗教的意

味を持つものであると考察した． 

 
図 1：プレアヴィヘア寺院の中心線を元にアンコール

地域を 24 等分した際の遺跡分布 

 
図 2：プレアヴィヘア寺院の中心線を元にアンコール 

地域を 18(9)等分した際の遺跡分布 
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